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特集 戦後70年目を迎えて

「つなぐ」
「戦争を二度と繰り返してはならない」
先人たちが現在の私たちへ残してくれた教訓であり、
私たちが後世に伝えなければならない言葉です。
では、なぜ戦争をしてはいけないのか。なぜ伝え
ていかなければならないのか。
戦後70年の節目に改めて、考えてみませんか。

戦
争
と
笠
間

　

一
九
三
一
年
（
昭
和
6
）
の
満

州
事
変
か
ら
約
十
五
年
間
続
い

た
戦
争
で
、
住
民
の
生
活
は
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
食
糧
の
絶
対
確
保
が
必
勝
の

鍵
」
と
し
て
、
政
府
か
ら
米
を

差
し
出
す
こ
と
を
強
く
求
め
ら

れ
、
農
村
か
ら
も
出
兵
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
労
働
力
不
足
に

よ
り
、
ま
ち
は
食
糧
難
と
な
り

ま
し
た
。
当
時
の
人
々
は
ド
ン

グ
リ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
、
代

用
品
の
確
保
に
努
め
て
い
た
と

い
い
ま
す
。
戦
況
が
悪
化
す
る

と
、「
少
し
で
も
国
民
み
ん
な
で

お
金
を
出
し
て
武
器
に
充
て
よ

う
」
と
い
う
動
き
か
ら
、
住
民

の
生
活
は
さ
ら
に
切
り
詰
め
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
農
村
部
で
は

一
九
二
九
年
（
昭
和
4
）
の
世
界

大
恐
慌
の
影
響
を
受
け
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
頃
は
飢
え

に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
九
四
二
年
（
昭
和
17
）
に
い

よ
い
よ
本
土
へ
の
空
襲
が
始
ま

る
と
、
何
万
人
も
の
子
ど
も
た

ち
が
避
難
の
た
め
、
地
方
へ
疎

開
し
て
き
ま
し
た
。「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」
で
お
馴
染
み
の
坂

本
九
さ
ん
も
こ
の
時
期
、
佐
白

山
に
あ
る
親
戚
の
家
に
疎
開
し

て
い
ま
し
た
。

　

一
九
四
五
年
（
昭
和
20
）
八
月

十
五
日
に
終
戦
を
迎
え
た
も
の

の
、
住
民
の
落
胆
と
不
安
は
と

て
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。

筑
波
海
軍
航
空
隊

　

一
九
三
四
年
（
昭
和
9
）、
航

空
機
操
縦
要
員
の
教
育
を
担
当

し
た
、
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の

分
遣
隊
と
し
て
旧
友
部
町
に
設

置
さ
れ
、
四
年
後
に
は
筑
波
海

軍
航
空
隊
と
し
て
独
立
し
ま
し

た
。
下
宿
先
と
し
て
海
軍
兵
を

預
か
る
家
庭
も
多
く
、
住
民
に

と
っ
て
筑
波
海
軍
航
空
隊
は
身

近
な
存
在
で
し
た
。

　

一
九
四
一
年
（
昭
和
16
）
ハ
ワ
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後
世
へ
つ
な
ぐ

特集　戦後70年目を迎えて「つなぐ」

筑波海軍航空隊の慰霊碑裏千家前家元 千玄室大宗匠による慰霊献茶式
（平成27年3月）

笠間市戦没者追悼式

イ
の
真
珠
湾
攻
撃
を
皮
切
り
に

始
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
に
よ
り
、

戦
況
は
激
化
。
多
く
の
海
軍
飛

行
予
科
練
習
生
出
身
の
隊
員
が

筑
波
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
、

「
鬼
の
筑
波
」
と
恐
れ
ら
れ
た
猛

特
訓
に
励
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
戦
争
が
厳
し
く
な
っ

た
一
九
四
四
年（
昭
和
19
）か
ら
、

零
式
艦
上
戦
闘
機
（
零
戦
）
が
配

備
さ
れ
、
実
践
部
隊
と
な
り
ま

し
た
。
二
〇
一
三
年
（
平
成
25
）

十
二
月
に
全
国
公
開
さ
れ
た
映

画
「
永
遠
の
０ゼ

ロ

」
で
主
人
公
が
搭

乗
し
て
い
た
の
が
こ
の
戦
闘
機

で
す
。

　

一
九
四
五
年
（
昭
和
20
）
二
月

に
は
、
ア
メ
リ
カ
艦
載
機
グ
ラ

マ
ン
の
襲
撃
が
あ
り
、
筑
波
海

軍
航
空
隊
か
ら
零
戦
・
紫
電
が

迎
撃
。
空
中
戦
が
展
開
さ
れ
、

二
十
三
名
が
戦
死
し
ま
し
た
。

〔
参
考
文
献
〕

　
『
友
部
町
史
』（
一
九
九
〇
）

　
『
笠
間
市
史
』（
一
九
九
八
）

　
『
岩
間
町
史
』（
二
〇
〇
二
）

若くして散った尊い

命
※満州事変から太平洋戦争までの期間

15年戦争※の戦没者

旧笠間市　961人
旧友部町　427人
旧岩間町　359人

◀神風特攻隊員として筑波基地を離れる海軍飛行予科練習生

期　間／～9月30日（水）
　　　　※月曜日休館

時　間／午前9時～午後5時15分
場　所／友部公民館　1階ロビー
内　容／ 笠間市域の戦没者、筑波海軍航空

隊、学童疎開など

問合せ／ 友部公民館 TEL0296-77-7533

資料展

終戦70年 笠間市と太平洋戦争
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日本最大級の戦争遺構 
「筑波海軍航空隊記念館」

一時は取り壊しが検討されたこの場所を、開館から1年半で10万人以上
が訪れる施設へと導いた、筑波海軍航空隊プロジェクト実行委員会事務局
の金澤さんにその歴史的価値について伺いました。

筑波海軍航空隊記念館 館長
 金

か な ざ わ

澤　大
だ い す け

介さん

　ギャラリーを笠間市に開いたことがきっ
かけで筑波海軍航空隊プロジェクト実行委
員会に加わる。映画「 HAZAN」製作にかか
わった経験などを活かし、記念館の管理・
運営を行っている。

い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
歴
史
を
み
て

２
つ
の
歴
史
的
価
値

　

海
軍
の
司
令
部
で
敷
地
全
体
の

見
学
が
で
き
る
場
所
は
全
国
で
も

稀
だ
と
思
い
ま
す
。
庁
舎
や
地
下

戦
闘
指
揮
所
、
号
令
台
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
の
も
の
が
当
時
の
ま
ま

残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
戦
時
中
の

雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
場
所
で
す
。

　

ま
た
、
筑
波
海
軍
航
空
隊
の
司

令
部
庁
舎
で
、
特
攻
の
先
駆
け
と

な
る
部
隊
を
組
む
か
ど
う
か
と
い

う
重
要
な
決
定
が
下
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
方
が
書

き
た
め
た
資
料
を
見
る
と
、
特
攻

が
行
わ
れ
る
数
か
月
前
に
、
指
令

部
庁
舎
の
一
階
士
官
室
に
若
い
教

官
た
ち
が
集
め
ら
れ
、「
誘
導
ミ
サ

イ
ル
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
志
願
す
る

か
」
と
の
話
が
さ
れ
て
、
数
人
が

そ
れ
に
応
え
た
と
の
記
述
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
諮
問
が
、
運
用
を
検

討
さ
れ
て
い
た
特
攻
兵
器
「
桜
花
」

を
使
用
す
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け

近年解散した遺族会や今後終了となる慰霊祭にスポットを当てた企
画展です。各団体の皆さんが、どのような70年を過ごし、どのよう
に戦争を語り継いできたのか。その軌跡を紹介します。

筑波海軍航空隊記念館 企画展
終戦70年 戦争を語り継ぐ活動軌跡展

8月1日（土）～8月31日（日）
午前9時～午後5時（最終入場：午後4時）

【問合せ　筑波海軍航空隊記念館】
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だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
ま
だ

検
証
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
世

界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
特
攻
の
歴

史
に
笠
間
市
が
深
く
関
係
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
記
念
館
の
歴

史
的
価
値
を
大
き
く
高
め
る
と
思

い
ま
す
。

歴
史
を
知
る
足
が
か
り
に

　

す
で
に
「
辛
く
悲
し
い
も
の
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
戦
争
の
歴

史
を
深
く
知
る
こ
と
は
、
と
て
も

抵
抗
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
記
念
館
は
、
映
画
「
永
遠
の

０ゼ
ロ

」
で
脚
光
を
浴
び
た
こ
と
も
あ

り
、
ゲ
ー
ム
や
映
画
で
戦
争
に
興

味
を
持
っ
た
方
も
来
館
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
方
た
ち
と
本
来
の

歴
史
は
少
し
距
離
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
記
念
館
で
当
時
の
資
料
を

見
て
、
真
実
を
知
り
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
へ

　

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
の

は
、「
い
ろ
ん
な
視
点
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
戦
争
は
、

国
と
国
が
自
分
た
ち
の
国
民
を
守

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
だ
け
れ
ど
、
個
人
の
視
点

か
ら
考
え
て
み
る
と
、
大
切
な
人

が
傷
つ
い
た
り
、
誰
か
を
傷
つ
け

た
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
て
、

い
い
こ
と
な
ん
て
一
つ
も
な
い
。

大
き
な
視
点
、
小
さ
な
視
点
、
い

ろ
い
ろ
な
視
点
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
戦
争
の

事
実
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、「
戦

争
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
、

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
も
伝
わ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

平
和
と
は

　

自
分
の
視
点
や
主
張
を
選
ぶ
こ

と
の
で
き
る
選
択
肢
が
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

今
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

歴
史
は
年
月
を
経
る
ご
と
に
風

化
し
て
い
き
ま
す
。
教
科
書
に
は

載
っ
て
い
な
い
そ
の
時
代
を
生
き

た
人
々
の
想
い
は
、
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
が
戦
争

の
悲
し
さ
や
む
な
し
さ
を
理
解
す

る
大
切
な
材
料
で
す
。

　

後
世
で
生
き
る
人
が
平
和
で
あ

る
よ
う
、
バ
ト
ン
の
よ
う
に
教
訓

と
記
憶
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が

私
た
ち
の
役
割
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

特
集　

戦
後
70
年
目
を
迎
え
て

　
　
　
　
　

  「
つ
な
ぐ
」（
完
）

◀ 「提供された資料は、すぐにでも
たくさんの人に見てほしい」とい
う感謝の気持ちで展示物を頻繁に
入れ替えたことで、何度も足を運
ぶ方が増えたとのこと。多い方で
は4回以上来館されています。

特集　戦後70年目を迎えて「つなぐ」

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館

　
笠
間
市
旭
町
６
５
４

　（
茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
９
６
―

７
３
―

５
７
７
７
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かさま市民運動会

№ 種　　目　　名 内　　　　　容
開会式　（9：00）
準備体操 来場者全員によるラジオ体操第一

1 マーチングバンド演奏
「ノアの方舟～輝く未来へ～」笠間市ジュニアマーチングバンドスポーツ少年団「i

インフィニティ

nfinity」による演奏・演技

2 大縄跳び※ 縄を回す人2名（男女問わず）、縄を跳ぶ人10名（男子6名・女子4名）が3分間で連
続して跳んだ最大回数を競う

3 遊戯「妖怪体操第一」 市内幼稚園、保育所、保育園、認定こども園等の園児による遊戯

4 小学校対抗リレー（予選）※ 各学年男女各1名の代表選手12名（各100m）によるリレー
★上位6校決勝進出

5 あいこが勝ちよ 市内幼稚園、保育所、保育園、認定こども園等園児および障がい者の方を対象に、ジャ
ンケンをして「あいこが勝ち」の勝ち残りを競う

6 職場対抗リレー（予選） 市内企業5名1チームによる800mリレー（男子200m×3名・女子100ｍ×2名）
★上位6チーム決勝進出

7 大玉ころがし※ 小学校区1チーム（男子4名・女子4名）が大玉を転がし、タイムを競う
8 スポーツ少年団発表 スポーツ少年団による演技発表

9 輪くぐり玉手箱 60歳以上の方および障がい者の方を対象に、スタート後、フラフープをくぐり、
賞品を取りゴールする（自由参加：300名当日整理券配布）

10 地域対抗リレー（予選）※ 小学男女・中学男女・高校生以上男女・20歳以上男女計8名（各100m）によるリレー
★上位6チーム決勝進出

11 障害物競走 高校生以上を対象に、障害物をクリアしゴールする（自由参加：180名当日整理券
配布）

12 中学校対抗リレー 各学年男女各1名の代表選手6名（男子200m・女子100m）によるリレー
13 小学校対抗リレー（決勝）※ 予選を通過した6校による決勝レース
14 職場対抗リレー（決勝） 予選を通過した6チームによる決勝レース
15 地域対抗リレー（決勝）※ 予選を通過した6チームによる決勝レース
閉会式・表彰式　（15：30予定）　※は地域対抗競技

かさま市民運動会プログラム

かさま市民運動会の競技につい
てお知らせします。

職場対抗リレー参加チーム募集 自由参加種目
対　象 	市内の企業・会社

チーム編成 	男子3名・女子2名の計5名。
	 男女混合のみで年齢は問いません。
競技内容 	 5名1組による800ｍリレー
	 （男子200ｍ、女子100ｍ）    
申込方法 	� スポーツ振興課および各支所または、各公民

館、図書館に設置してある申込書に必要事項
を記入のうえ、スポーツ振興課へ直接、郵送
またはFAXでお申し込みください。

申込期限 	8月31日（月）
その他 	各企業・会社につき1チームのみ。
	 申込多数の場合は抽選となります。

参加料 	無料　　　　 ＦＡＸ  0296-71-3220

　事前申込み不要です。当日、受付で整理券を配布
しますので、ふるってご参加ください！

【輪くぐり玉手箱】
　対　象 	市内在住の60歳以上の方および障がい者の方
　 種目内容 	� スタート後、フラフープをくぐり、賞品を

取りゴールします。
　定　員 	300名

【障害物競争】
　対　象 	市内在住の高校生以上の方
　 種目内容 	� コース上に設置された3つの障害物をクリ

アしてゴールします。
　定　員 	180名

かさま市民運動会
期  日  10月18日（日）※予備日：11月8日（日）

会  場  笠間市総合公園芝生スポーツ広場

新笠間市誕生10周年記念事業みんなで
参加しよう!

笠間のいな吉®

【問合せ】スポーツ振興課（内線391）

平成27年　広報かさま8月号（vol.113） 6



○�国勢調査は、平成27年10月1日現在、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。
○�平成27年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデータを得る
ために実施します。調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、
生活環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。
○�今回の調査では、先にインターネット（パソコンやスマートフォン）での回答を受け付け、インターネッ
トで回答されなかった世帯には紙の調査票を配布して調査を行います。紙の調査票は、調査員に直接提
出または郵送でも可能です。
○�9月上旬から、調査員がインターネット回答のための書類をお配りしますので、可能な方はインターネッ
トでの回答をお願いします。

「笠間市ふるさと名物商品」ネット販売開始しました！
　笠間の名物商品を全国の皆さんにPRし、笠間市の知名度向上
および消費の喚起を図る「笠間市ふるさと名物商品」のインター
ネット販売を開始しました。
　販売サイトでは、「地域住民生活等緊急支援のための交付金」を
活用し、通常価格の30％引きで商品を購入できます。
　この割引は、交付金の予算額に達し次第終了となり、その後は
通常価格での販売となります。
　笠間市内で生産された美味しい農産物や農産加工品、お酒や笠
間焼など笠間ならではのおすすめ商品ばかりですので、ご贈答用
にもぜひお使いください。

【問合せ】（一財）笠間市農業公社（内線532）

http://kokusei2015.stat.go.jp/ 国勢調査2015 検索
国勢調査については、「国勢調査2015キャンペーンサイト」をご覧ください。

【問合せ】企画政策課（内線551）

平成27年国勢調査を実施します

　調査員をはじめとする国勢調査に従事する者には、統計法によって、個人情報を
保護するための厳格な守秘義務が課せられています。
　また、調査票は、外部にもれないように厳重に管理し、集計が完了した後には完
全に溶かし、再生紙として利用します。

個人情報保護と
調査票の管理

期 間 限 定

ふるさと割により

30%OFF!!

笠間市ふるさと名物商品サイトURL
http://www.wagamachi-tokusan.jp/tokushu_kasama.html

◀笠間市
　ふるさと名物商品
　サイトQRコード

今回からインターネットで回答できます！

平成27年　広報かさま8月号（vol.113）7



【笠間地区】※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みです。

【友部・岩間地区】※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みです。

9月19日（土） 9月20日（日） 9月21日（月）
敬老の日

9月22日（火）
国民の休日

9月23日（水）
秋分の日

可燃ごみ収集 ○ 休み 24日（木）へ 休み 25日（金）へ 休み 26日（土）へ

不燃ごみ・資源物収集 ○ 休み 28日（月）へ 休み 29日（火）へ 休み 30日（水）へ

家庭ごみ持込 ○

事業系ごみ持込 ○ 休み 休み 休み

し尿汲み取り・浄化槽清掃 休み 休み 休み

・�21日（月）～23日（水）のごみ収集は休みです。可燃ごみの翌日の振替収集は行いませんので、21日（月）分は24日（木）
に、22日（火）分は25日（金）に、23日（水）分は26日（土）に可燃ごみを出してください。
・不燃ごみおよび資源物回収は、翌週の同じ曜日に振替収集を行います。
・し尿汲み取り・浄化槽清掃については、通常どおり土曜日・日曜日・祝日は休みです。

9月19日（土） 9月20日（日） 9月21日（月）
敬老の日

9月22日（火）
国民の休日

9月23日（水）
秋分の日

ごみ収集 ○ ○ ○

ごみ持込 ○ ○ ○

し尿汲み取り・浄化槽清掃 休み 休み 休み

・ごみ収集・ごみ持ち込みのどちらも通常どおりです。
・し尿汲み取り・浄化槽清掃については、通常どおり土曜日・日曜日・祝日は休みです。

【問合せ】環境保全課（内線127）

シルバーウィークのごみ収集、し尿汲み取り・浄化槽清掃日程

社会保障・税番号制度の導入について
　社会保障・税番号制度の導入により、平成27年10月以降、個人番号および法人番号の通知が開始され、平成28年か
ら順次、税務署へ提出いただく申告書・法定調書等にも番号の記載が必要となります。

具体的には、

　①所得税や贈与税については、平成28年分の申告書から、
　②法人税については、平成28年1月1日以降に開始する事業年度に係る申告書から、
　③消費税については、平成28年1月1日以降に開始する課税期間に係る申告書から、
　④相続税については、平成28年1月1日以降の相続または遺贈に係る申告書から、
　⑤酒税・間接税については、平成28年1月分の申告書から、
　⑥法定調書については、平成28年1月以降の金銭の支払等に係るものから、
　⑦申請・届出番号は、平成28年1月以降に提出するものから、
個人番号・法人番号を記載していただくこととなっています。

・内閣官房「社会保障・税番号制度」ホームページ http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

・マイナンバーのコールセンター（全国共通ナビダイヤル） 0570-20-０
マ イ ナ ン バ ー

１７８
　※ナビダイヤルは通話料がかかります。平日午前9時30分～午後5時30分（土日祝日・年末年始除く）

国税庁ホームページ ⇒ トップページの　　　　　　　　　をクリック
http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/
最新情報は、随時更新していきますので、お知らせコーナーをご覧ください。

国税庁からのお知らせ

◎社会保障・税番号制度の詳細やお問い合わせは

社会保障・税番号制度の最新情報やお問い合わせ

国税に関する社会保障・税番号制度（法人番号を含む）の最新情報

平成27年　広報かさま8月号（vol.113） 8



医科・歯科・薬科連携

第3報笠間市睡眠医療ネットワーク
「睡眠時無呼吸」早期診断早期治療プロジェクト 

～いびき・無呼吸を防ぐには～ 

　いびきは、寝ている時に狭くなったのどちんこの部位あたりが、呼吸運動にともなって振動して発生する異常音です。
狭くなるのがひどくなると閉塞して無呼吸（窒息状態）となります。
　人がいびきをかきやすい理由は2つあります。1つは進化の過程であごや頬の骨が小さく細くなったためです。さらに、
睡眠によって、下あごを支える筋肉、舌、のどちんこなどの筋肉が弛緩すると、気道がさらに狭くなっていびきが発生
します。
　もう1つは、あお向けで長時間眠れるようになったためです。あお向けは、他の姿勢よりも気道を狭くしますので、
いびき・無呼吸も発生しやすくなります。

○狭くなった気道を広げる　→　太った人は減量する
　�　気道が遺伝的に狭い人も少なくありませんが、太った人は、気道の周囲にも脂肪がついて、
いびき・無呼吸の原因になります。

○深酒をしない、睡眠薬は使わない
　�　飲酒（特に深酒）や睡眠薬は、筋肉の弛緩効果を高めますので、いびき・無呼吸を悪化させ
ます。睡眠薬の使用に関しては、主治医に相談しましょう。

○あお向けで寝ない→横向きで寝る
　�　横向きやうつ伏せで寝れば、いびき・無呼吸は軽減します。横向きで寝る時は右図のよう
な太めの抱き枕を使うと良いでしょう。

これらの対策法を行っても、いびき・無呼吸が続く人は、医学的な検査や治療が必要になります。
第1報（広報かさま4月号）、第2報（同6月号）に掲載された連携医科、歯科施設に相談しましょう。

　第1報では、「睡眠時無呼吸」早期診断早期治療プロジェクトの概要を、第2報では、セルフチェック
によるいびき・無呼吸の早期発見法を、今回は、自分でできるいびき・無呼吸の対策
法を紹介します。

人はどうして、いびきをかくのでしょう？

対　策　法

　いびきをかいている本人はなかなか気づかないものですが、中高年男性の2人に1人、
女性でも4人に1人はいびきをかいているといわれています。

【問合せ】健康増進課（友部保健センター内）TEL0296-77-9145

笠間市ホストファミリー登録者を募集します!
■ホストファミリー登録制度って、なに？
　国際交流を目的に笠間市を訪れる外国人の支援と、国際
交流の推進を図ることを目的としてホームステイの受入れ
を希望する市民の方に、ホストファミリーとしてあらかじ
め登録していただき、外国の方がホームステイの利用を希
望した場合に、この登録家庭を紹介する制度です。 受入れ
家庭のサポートは市が行います。
■どんな外国の方が来るの？
　ご紹介するホームステイ利用者は、原則としてJICA等、
笠間市に関係のある団体から市へ依頼や紹介があった外国
人のみです。
■受入期間（ホームステイ利用期間）は？
　原則として日帰りから2週間以内の短期滞在となります。

■だれでも登録ができるの？
　笠間市に在住の方で、あたたかく受入れができる家庭で
あれば、外国語ができなくても大丈夫です。
　ホームステイのために提供できる部屋をご準備ください。
＊�ホームステイ受入れに伴う基本的な費用（食費、光熱費等）

は、原則として受入れ家庭に負担していただきます。なお、
必要な費用の補助として、依頼元団体等から謝礼をお支
払いします。

■申込み・問合せ
　「笠間市ホストファミリー登録申込書」を市民活動課まで
提出してください。
　登録申込書様式や詳細については、笠間市公式ホームペー
ジ（トップページ⇒「ホストファミリー」で検索）をご覧い
ただくか、お問い合わせください。

【問合せ】市民活動課（内線133）
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特　　別　　賞

A部門（小学1～3年生）

茨城県知事賞
　福

ふ く の

野　裕
ゆ た か

悠（笠間小1年）
笠間日動美術館長賞
　塚

つ か だ

田　大
や ま と

翔（南小3年）

B部門（小学4～6年生）

茨城工芸会長賞
　小

お ぬ き

貫　美
み き

姫（笠間小4年）
笠間焼伝統工芸士会長賞
　岩

い わ い

井進
し ん た ろ う

太朗（友部小6年）

C部門（中学生）

茨城県工業技術センター窯業指導所長賞
　鈴

す ず き

木　洋
ようすけ

佑（友部二中1年）

優　　秀　　賞

A　　部　　門

　青
あ お き

木　雄
ゆ う き

樹（南小3年）
　荒

あらかわ

川竜
りゅうのすけ

之介（宍戸小3年）
　大

おおぜき

関祐
ゆ う じ ろ う

二朗（岩間二小3年）
　数

す の う

納　蒼
あ お い

生（岩間二小3年）

B　　部　　門

　河
こ う の

野　　優
ゆう

（笠間小4年）
　雨

あまがい

谷　悠
ゆ う た

汰（友部小6年）

　関
せき

　　晴
は る か

香（友部小6年）
　根

ね ぎ し

岸光
こ う た ろ う

太朗（友部小6年）
　丸

ま る た

田麻
ま り え

理栄（友部小6年）
　武

たけいし

石　佳
か ほ

歩（友部二小5年）

C　　部　　門

　福
ふ く だ

田　大
ひ ろ き

樹（笠間中2年）
　吉

よ し の

野　凌
りょうへい

平（笠間中2年）
　奥

おくむら

村　穂
ほ の か

夏（稲田中1年）
　河

か わ ち

内　嵐
あ ら し

至（稲田中1年）

選　　　　奨

A　　部　　門

　飯
いいむら

村明
あ す む

日歩（南小3年）
　角

か く た

田　知
と も き

毅（宍戸小3年）
　小

こ む ろ

室　珀
は る

瑠（宍戸小3年）
　米

よねかわ

川　一
い ち か

嘉（宍戸小3年）
　菅

す が や

谷　柚
ゆ づ き

月（北川根小2年）
　塙

はなわ

　　　歩
あゆみ

（北川根小2年）
　安

あ み

見　健
け ん ご

吾（岩間二小3年）
　北

きたじま

島琥
こ た ろ う

太朗（岩間二小3年）

B　　部　　門

　大
おおぜき

関　康
こうせい

生（笠間小4年）
　久

く の

野　瑚
こ は る

春（笠間小4年）
　稲

い な だ

田　彩
あ や か

花（南小4年）

　菊
き く ち

地　爽
そ ら

来（南小4年）
　小

こ や ま

山　準
じゅんや

他（友部小6年）
　五

ご の か み

ノ上ルナ（友部小6年）
　関

せき

　　蓮
れ ん ま

馬（友部小6年）
　高

たかはし

橋佳
か い と

唯澄（友部小6年）
　塙

はなわ

　　勇
ゆ う き

樹（友部小6年）
　深

ふ か や

谷　成
な お

陸（友部小6年）
　谷

や た べ

田部碧
あおぞら

空（友部小6年）
　池

い け だ

田　暖
は る な

菜（友部二小5年）
　伊

い と う

藤　大
ひ ろ と

翔（友部二小5年）
　鈴

す ず き

木　杏
あ ん な

奈（友部二小5年）

C　　部　　門

　石
い し だ

田　佑
ゆ う と

人（笠間中2年）
　川

かわぐち

口美
み さ き

沙希（笠間中2年）
　久

く の

野　空
そ ら と

翔（笠間中2年）
　小

こぐすり

薬　　駿
しゅん

（笠間中2年）
　小

こばやし

林　涼
りょうか

花（笠間中2年）
　高

た か の

野　　蓮
れん

（笠間中2年）
　田

た む ら

村佳
か な み

名美（笠間中2年）
　綱

つなかわ

川　孝
たかひと

仁（笠間中2年）
　鶴

つ る た

田　隆
たかふみ

文（笠間中2年）
　藤

ふじおか

岡　桜
さ き

季（笠間中2年）
　森

もり

　　麻
ま や

也（笠間中2年）
　土

ど ば し

橋　来
ら い む

夢（稲田中1年）
　浅

あ さ の

野さくら（友部二中1年）
　山

やまぐち

口　莉
り お

央（友部二中1年）

市内小中学校入賞者《敬称略》～入賞おめでとうございます～

【期　間】	8月30日（日）まで　※月曜日休館
　	 午前9時30分から午後5時まで
	 （最終入館は午後4時30分）

【場　所】茨城県陶芸美術館　県民ギャラリー
	 ［笠間市笠間2345］
	 ◎県民ギャラリーは入場無料

「第15回全国こども陶芸展inかさま」開催中!!

【問合せ】生涯学習課（内線382）

第15回 全国こども陶芸展inかさま

　会場でお気に入りの作品に投票された方
の中から、抽選で15名の方へ笠間の特産品
をプレゼントします。ぜひお気に入りの作
品を見つけてください。

　全国から応募いただいた中から、入賞作品153点と中学3年生の作品を展示しています。こどもた
ちの創造力豊かな作品をぜひご覧ください。

☆人気投票実施中☆
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機構の借受農地に隣接する農地を機構に貸し付けた所有
者等に交付
　⇒2万円/10アール
　（�交付単価が、平成28・29年度は1/2、平成30年度は

1/4に減額されます。）
※遊休農地は対象になりません。

笠間市住宅用太陽光発電システム
設置費補助制度のご案内

平成27年度

■補助内容
　1キロワット当り20,000円にシステムの最大出力の
合計値を乗じて得た額。
　限度額は100,000円となります。
■補助対象太陽光発電システム
　太陽電池モジュールの最大出力値が10キロワット
未満の未使用の住宅用太陽光発電システム
■申請できる方（次のいずれにも該当する方）

（1）�市内に住所を有する方または市内に住所を定めよ
うとする方のうち、補助金交付時までに笠間市内
に住所を定めることができる方

（2）�自ら居住する住宅（店舗等の併用住宅を含む）に
補助対象設備を設置する方および、自ら居住する
ために市内に補助対象設備付き住宅を購入する方

（3）�補助申請に係るすべての手続きを平成28年3月20
日までに完了することができる方

（4）市税を滞納していない方
■申請受付窓口
環境保全課（本所）
※�申請書類等は窓口にあります。笠間市公式ホーム

ページからもダウンロードできます。
■注意点

（1）補助金交付申請は先着順に受付しています。
　　（7月末日現在残り約110件）
　　【予算（約150件）に達し次第受付は終了となります】

（2）提出書類に不備がある場合は、受付できません。
（3）�申請後、市からの交付決定通知が届く前に工事を

開始した方は、補助金が交付されません。

制度の概要

申請について

　新エネルギーの有効利用を図り、地球温暖化の防止と環境にやさしいまちづくりを推進するため、住宅用太陽
光発電システムを設置する方に対し、補助金を交付します。

【問合せ】環境保全課（内線125）

農地を貸したい方と、借りたい方を募集しています!

・規模拡大
・新規参入

農地中間管理機構
（茨城県農林振興公社）
担い手がまとまりのある形で
農地を利用できるよう貸付

貸付借受け

農地中間管理機構では、機構が農地をお借りし、農地を借りたい方（公募に応募した担い手）に転貸することで、
農地の集積・集約化を推進しています。

農地を貸したい方 農地を借りたい方
農地を貸したい方（規模縮小、経営転換、農地相続）は、
農地のある市町村にご相談ください。

農地を借りたい方（規模拡大・新規参入）は、農地の
ある市町村にご相談ください。

経営転換協力金 耕作者集積協力金
経営転換やリタイア時において機構に農地を貸し
付けた方に交付
⇒�貸付面積に応じて30万円～70万円/戸（利用権

の更新時等に、残りの農地をあわせて機構に貸
し付ける場合も、交付対象となります。）

※遊休農地の所有者は対象になりません。

　また、地域がまとまり、地域内農地の2割以上を機構に貸し付ける場合に交付する「地域集積協力金」もあ
ります。

農地を貸したい
（出し手）

農地を借りたい
（担い手）

農地中間管理機構（公益社団法人茨城県農林振興公社）
水戸市上国井町3118-1　電話029-239-7131　FAX029-239-7097

協力金に関しては、要件等がありますので、詳しくは、農政課、笠間市農業公社、農地中間管理機構まで、お気軽にお問い合わせください。

ホームページ▶http://ibanourin.or.jp/nourin/kanri/
茨城県農林振興公社 検索
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　福原公民館および福原野球スポーツ少年団主催による、福原学童野球近隣交流大会が、6月27日（土）
・28日（日）の2日間、笠間市民球場と多目的グラウンドで開催されま
した。この大会は、今年で35回目の開催で12チームが参加して熱戦が
繰り広げられました。各試合とも、選手それぞれが日ごろの努力の成果
を思う存分に発揮し、思い出に残る試合展開となりました。
　結果は次の通りです。

【優　勝】日立ジュニアーズ野球スポーツ少年団
【準優勝】岩瀬東野球スポーツ少年団
【第三位】福原野球スポーツ少年団・石塚ビックス野球スポーツ少年団

まちの  話  題 

KASAM A  CI TY 
TOP ICS

関東地区グラウンドゴルフ大会で優勝

福原学童野球近隣交流大会

茨城県春季マスターズ水泳大会で県新記録樹立

　6月14（日）・15日（月）の2日間に行われた、第
13回関東地区2級、3級普及指導員グラウンドゴルフ
交歓大会（参加者300人）において、友

と も べ

部 文
ふ み え

江さん（本
戸：2級普及指導員）が見事優勝しました。
　友部さんは、「日ごろの練習の成果が発揮できた。
今後も練習を積んで技術向上を目指し、1級指導員を
筆頭にグラウンドゴルフの普及活動を進めてより多
くの人に広めていきたい」と話していました。

　5月17日（日）に、水戸市小吹運動公園屋内プールで開催された茨城
県春季マスターズ水泳大会において、パシフィックスポーツプラザ笠間
会員の石

いしかわ

川 和
か ず え

江さん、渡
わたなべ

邉 フィオナさんとコーチの小
こばやし

林 潤
じゅん

さんが年齢
別で県新記録を樹立しました。
　結果は次の通りです。

【100Ｍ個人メドレー】（75歳の部）石川 和江さん 2分45秒67
【50Ｍ平泳ぎ】（40歳の部）渡邉 フィオナさん 43秒11
【25Ｍ平泳ぎ】（30歳の部）小林 潤さん 14秒69

友部さん（前列）と
本戸地区グラウンドゴルフクラブの皆さん

選手宣誓

友部リトルリーグがSSK杯東日本選手権大会に初出場決定
　友部リトルリーグが6月14日（日）、21日（日）
に行われた「全国選抜兼東日本選手権大会」で
準優勝し、埼玉県で行われる「第10回ＳＳＫ杯
東日本選手権大会」に出場が決定しました。こ
の大会には、7リーグ（北海道、東北、信越、
北関東、東関東、東京、神奈川の各連盟）の選
抜チームが出場します。
　初出場ですが初優勝を目指すとのことです。
がんばれ！友部リトルリーグ！友部リトルリーグの皆さん

左から　小林さん、石川さん、渡邉さん
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　6月6日（土）・7日（日）に“しらさぎ会”によ
る上加賀田盆栽山野草展が、地域住民の方々の
交流と親睦を深めることを目的として上加賀田
公民館で開催されました。
　この盆栽山野草展は、毎年春と秋の年2回開
催されています。
　展示された約120点いずれの作品も、丹精込
めて作られたものであり、思い思いの表現方法
で展示され来場者の目を楽しませていました。

まちの  話  題 

KASAM A  CI TY 
TOP ICS

職場復帰に挑戦する女性を応援！

上加賀田盆栽山野草展

内閣総理大臣表彰を受賞

　保育士や看護師等の資格を持つ女性が、出産や育児等で長い期間離
れた職場に復帰する際の不安を取り除くことを目的として、笠間市主催
による女性の有資格者復職支援研修会を開催しました。
　6月26日（金）に開催した入門コースには、保育士、看護師、栄養士
の資格を持つ13名の方が参加し、ハローワーク笠間の所長による就職
活動のアドバイスや各現場の担当者から「今職場で何が求められている
のか」等の説明を受けた後、市立保育所や市立病院の見学を行いました。
　参加者からは「ハローワークについて詳しい話を聞けて参考になった」

「直接有資格者の話を聞くことができて良かった」との声がありました。
　7月から参加者の希望する日に病院等で現場研修を行う実践コースを開催中です。実際に仕事の現場を体験す
ることにより、職場復帰のきっかけとなるよう応援しています。

　笠間市が消費生活センターの相談業務を委託しているNPO消費者
相談室の副代表を務める弁護士 安

あ び こ

彦 和
か ず こ

子さんが、永きにわたり地方
消費者行政に貢献されたこと等により内閣総理大臣表彰を受賞され、
6月18日（木）に表敬訪問されました。安彦さんは、消費者問題が専
門で、ねずみ講など重要な裁判を担当し、講演や執筆活動のほか消費
者庁等の映像教材の監修・指導なども多数行っています。
　消費生活センターでは、10月から11月にかけて、安彦さんが講師
を務める「消費者力アップ市民講座」を開催する予定です。

参加した小中学生の皆さん

市立病院栄養士（中央）から
説明を受ける参加者

Ｂ＆Ｇスポーツ大会茨城県大会結果
　7月11日（土）に第28回B＆Gスポーツ大会
茨城県大会が行方市玉造Ｂ＆Ｇ海洋センターで
開催されました。笠間市からは、42名の小中
学生が参加し、団体の部で優勝しました。
結果は次の通りです。

【総合優勝】笠間市
【準 優 勝】かすみがうら市
【第 三 位】石岡市

しらさぎ会の皆さん

山口市長と安彦さん（右）
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No.

【問合せ】まちづくり推進課（内線538）

笠間稲荷門前通りの朝顔
　梅雨も去り、今年も笠間の暑い夏の到来とともに笠間稲荷神社参道と門前通りを朝顔が彩ります。地元
の皆さんと観光で足を運ばれる方々に門前通りを楽しんでいただこうという「おもてなし」の心があふれた

「朝顔プロジェクト」も今年で5年目を迎え、協力隊としての関わりも3年
目となりました。
　今年も、6月初めごろから門前通りの商店の方々と協力し、朝顔を小塔
に植え込みました。竹の支柱も今年は蔓

つる

が絡まりやすいようにしました。
例年と違うのは「ヘブンリーブルー」の他に「モミジバアサガオ」を一緒に
植え込んだことです。モミジバアサガオは、宿

しゅっこんそう

根草でとても丈夫。開花期
も6月から11月ごろまでと長く、何よりも葉は小ぶりですが蔓が巻き付い
た姿はとても美しく、日中の夏の照り返しが強い笠間でも涼しげな景観を
作ると思います。皆さん、ぜひ笠間稲荷門前通りに見に来てください。

プロフィール 中
なかじま

島 良
りょうこ

子（46歳）東京都より移住

地域おこし協力隊とは 　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲
ある人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うも
のです。笠間市では3名の隊員が活動しています。

ブログやフェイスブックも
ご覧ください

ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

門前通りの朝顔

・�

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
担
当
し
て
い

ま
す
か

　

私
が
勤
務
す
る
鴻
池
運
輸
株
式

会
社
水
戸
営
業
所
は
、
北
関
東
地

区
の
ス
ー
パ
ー
へ
、
冷
蔵
食
品

を
メ
イ
ン
に
食
品
関
係
の
配
送
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
の
業
務
は
勤

務
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤
怠

管
理
、営
業
所
全
体
の
安
全
、品
質
、

業
績
の
管
理
で
す
。

・
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
は

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
、
配
送
し
て

い
る
商
品
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
の

を
見
る
と
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い

け
れ
ど
生
活
の
一
部
を
支
え
て
い

る
と
い
う
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

・
今
後
の
目
標
は

　

ト
ラ
ッ
ク
関
係
の
業
務
は
未
経

験
な
の
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
で
す
。
ま
ず
日
々
勉
強
し
、

ト
ラ
ッ
ク
の
こ
と
が
何
で
も
分
か

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と

で
す
。

・
仕
事
を
が
ん
ば
れ
る
秘
訣
は

　

休
み
の
日
に
野
球
を
す
る
こ
と

で
す
。

・
職
場
の
自
慢

　

み
ん
な
仲
が
良
く
風
通
し
の
良

い
職
場
で
す
。

社
会
人
～
が
ん
ば
る
企
業
応
援
連
絡
会
～

鴻
こうのいけ

池運輸株式会社水戸営業所　笠間市小原2695-124
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勤務中の滝下さん

滝下さん
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日付 行　　　事

1火 窓口延長サービス【岩間支所】　17:15～19:30

2水 窓口延長サービス【市役所本所】　17:15～19:30

3木 窓口延長サービス【笠間支所】　17:15～19:30

4金

5土

6日 日曜窓口サービス【市役所本所】　8:30～12:00

7月 いこいの家はなさか 休館日

8火 窓口延長サービス【岩間支所】　17:15～19:30

9水 窓口延長サービス【市役所本所】　17:15～19:30

10木 窓口延長サービス【笠間支所】　17:15～19:30

11金

12土

13日
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場
普通救命講習会
　9:00～12:00　笠間市消防本部 消本

日曜窓口サービス【市役所本所】　8:30～12:00

14月 いこいの家はなさか 休館日

15火 窓口延長サービス【岩間支所】　17:15～19:30

日付 行　　　事

16水

特設無料人権相談　10:00～15:00
　友部社会福祉会館法務
行政相談　13:00～15:00　友部社会福祉会館
　（秘書課 内線226）
行政書士無料相談会　13:00～16:00　
　笠間市役所本所1階ロビー（秘書課 内線226）
窓口延長サービス【市役所本所】　17:15～19:30

17木 窓口延長サービス【笠間支所】　17:15～19:30

18金
地域児童相談　9：30～16：00
　友部保健センター（子ども福祉課 内線163）
　※完全予約制

19土
G

ガ レ ー ジ

ARAGE P
ピ ク ニ ッ ク

ICNIC B
バ ザ ー ル

AZAAR vol.10（20日まで）
　10：00～17：00（最終日は16：00まで）
　笠間市上加賀田1035（宮

みやもと

本 ℡090-3478-4723）

20日 日曜窓口サービス【市役所本所】　8:30～12:00

21月 敬老の日

22火 国民の休日

23水 秋分の日

24木 いこいの家はなさか 休館日
窓口延長サービス【笠間支所】　17:15～19:30

25金

26土 第7回月見の会　18：00～20：00
　笠間つつじ公園　（福

ふくだ

田 ℡080-1987-1146）

27日
休日納税相談窓口【市役所本所】　8：30～12：00
　（収税課 内線118）
日曜窓口サービス【市役所本所】　8:30～12:00

28月 いこいの家はなさか 休館日

29火 窓口延長サービス【岩間支所】　17:15～19:30

30水 窓口延長サービス【市役所本所】　17:15～19:30

※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま内10:00～16:00）。祝日は休み。
※�笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10:00～
16:00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9:00～16:00）。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

ともべ保 ともべ保育所	 0296-77-6105
は いこいの家はなさか	 0296-77-5110
笠公 笠間公民館	 0296-72-2100
友公 友部公民館	 0296-77-7533
岩公 岩間公民館	 0299-45-2080
笠保 笠間保健センター	 0296-72-7711
友保 友部保健センター	 0296-77-9145
岩保 岩間保健センター	 0299-45-7888
市セ 市民センターいわま	0299-37-6611	
	 0296-77-1101
法務 水戸地方法務局	 029-227-9919
消本 笠間市消防本部	 0296-73-0119

9月の休日救急診療当番（9：00～17：00）
日 付 曜 日 病 院 名 電 話 番 号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034
2 1 月 山本内科小児科医院 0296-71-2232
2 2 火 佐藤医院 0296-72-0032
2 3 水 わたなべ整形外科 0296-70-5577

※�平日夜間19:00～21:00（祝
日を除く）は笠間市立病院
で初期救急診療を行って
います。

※�当番医は変更になる場合
がありますので、確認の上、
診療を受けてください。

8月11日～20日　戦後70年「衣服が映した戦争」
8月31日～31日　戦後70年「食の想い出 代用食すいとん」
9月  1日～10日　戦後70年「湿気の多いねぐら…防空壕」

テレフォンサービス　☎0296-77-9711

電 話 番 号 一 覧

9 月平成27年
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

情報カレンダー
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込
ん
で
、
地
方
独
自

の
取
組
み
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
か
ら
一
人
で
も
多
く
の

五
輪
選
手
を
輩
出
す
る
た
め
、
選
手
の

強
化
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
都
道

府
県
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
20
代
前
後
の

将
来
有
望
な
選
手
が
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
陸
上
の
飯
島
さ
ん
（
高
校

3
）、
柔
道
の
石
川
さ
ん
（
高
校
3
）
は

全
国
大
会
で
活
躍
。
ゴ
ル
フ
の
金
澤

さ
ん
（
大
学
2
）、
畑
岡
さ
ん
（
高
校

2
）
は
、
国
内
の
大
会
だ
け
で
な
く
国

際
大
会
で
も
好
成
績
を
収
め
て
お
り
、

更
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
の
２
人
は
小
学
生
の
時
に

出
会
っ
た
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
が
き
っ

か
け
に
な
っ
て
、
競
技
を
始
め
た
そ

う
で
す
。
世
界
で
通
用
す
る
選
手
を

育
て
る
に
は
、
種
目
を
問
わ
ず
低
年

齢
か
ら
の
育
成
が
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

５
年
後
に
本
市
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
す
る
選
手
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
応

援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

笠
間
の
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

市

長

コ

ラ

ム

▲　笠間市長杯スナッグゴルフ大会開会式

お月見会国際交流
日時：9月27日（日）午後4時から
会場：笠間稲荷神社 月

つくよみ

読神社
　中秋の名月の9月27日、笠間稲荷神社では、境
内に祀

まつ

られている月読神社の中秋祭が斎行されま
す。参加を希望される外国人には英語でご案内し
ます。雅楽の演奏と共に日本の伝統文化を楽しん
でみてはいかがですか。参加希望者は午後4時ま
でに笠間稲荷神社絵馬殿前にお集まりください。

9月の国際交流情報

☆9月の日本語教室の開講日
　�9月5日㈯・12日㈯・19日㈯
　（友部公民館 午前10時～）

　8月の「世界の民話と昔話」は「日本の『わらと炭と豆』」
です。さあ、世界のことを知って交流を始めましょう。

国  日本
民話／昔話  わらと炭と豆
ストーリー
　昔むかし、わらと炭と豆で旅に出かけました。途中で
橋がかかっていない川のところに来ました。三人が困っ
ていると、わらが橋になるからと横たわりました。最初
に炭がわたりましたが、残り火が燃え出してわらに火が
移り、一緒に川に落ちてしまいました。それを見ていた
豆は、おかしくて笑い転げているうちに、プッツンと体
がはじけてしまいました。豆が痛くて泣いていると、ちょ
うどお針子が通りかかって、針と糸を出して縫い合わせ
てくれました。でも、あわてていたので、黒い糸で縫っ
てしまいました。そのときから、豆には黒い筋ができた
ということです。
話が伝わった経緯
　遠野の昔話など岩手から熊本まで伝わっている昔話
で、物事の由来譚

たん

です。しかし、まったく同じ話がグリ
ム童話（1812年初版）にもあります。年代を見ると日本
の方が古いのですが、天竺の話の再話と考えられます。

◀�てんぐの森のクラフト
サーカスにてアラブの
コーヒーセレモニー

【問合せ】	一般社団法人 笠間市国際交流協会
	 ℡090-2761-8711（木村 美枝子）
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先
日
、「
動
機
づ
け
面
接
法
」
の

講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
動
機

づ
け
面
接
と
は
、
行
動
を
変
化
さ
せ

る
こ
と
で
健
康
が
改
善
さ
れ
う
る
患

者
さ
ん
に
対
す
る
支
援
法
で
す
。
開

発
当
初
は
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
な
ど

の
依
存
症
を
対
象
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
肥

満
、
服
薬
管
理
な
ど
幅
広
い
問
題
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。「
変
わ
る
こ

と
」と「
変
わ
ら
な
い
こ
と
」の
利
益

と
不
利
益
の
間
で
葛
藤
す
る
両
価
性

は
、
依
存
症
独
特
の
も
の
で
は
な
く

人
間
の
本
質
で
す
。
抵
抗
の
な
い
人

も
動
機
の
な
い
人
も
い
な
い
の
で
あ

り
、
そ
の
間
で
揺
れ
動
く
も
の
な
の

で
す
。

患
者
さ
ん
の
不
適
切
な
健
康
行
動

を
知
る
と
、
わ
れ
わ
れ
医
療
従
事
者

は
そ
れ
を
変
え
よ
う
と
反
射
的
に
説

得
し
ま
す
。
し
か
し
強
制
や
命
令
を

さ
れ
て
動
機
が
増
す
こ
と
は
な
く
、

逆
説
的
に
抵
抗
が
引
き
出
さ
れ
ま

す
。「
人
は
自
分
自
身
の
言
葉
を
聞

い
て
、そ
れ
を
信
じ
る
傾
向
が
あ
る
」

の
で
す
が
、
医
療
従
事
者
は
望
ま
し

い
セ
リ
フ
を
患
者
さ
ん
か
ら
奪
っ
て

い
る
の
で
す
。

動
機
づ
け
面
接
法
で
は
、
患
者
さ

ん
の
抵
抗
と
動
機
に
注
目
し
ま
す
。

抵
抗
を
表
す
言
葉（「
変
わ
り
た
く

な
い
」「
で
き
な
い
」「
必
要
が
な
い
」

な
ど
）
に
は
、
正
し
た
い
気
持
ち
を

抑
制
し
容
認
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で

動
機
を
表
す
言
葉（「
変
わ
り
た
い
」

「
で
き
そ
う
」「
必
要
が
あ
る
」な
ど
）

が
あ
れ
ば
、
意
識
的
に
聞
き
返
し
た

り
背
景
に
あ
る
価
値
観
を
聞
き
出
し

た
り
し
ま
す
。
最
後
に
要
約
す
る
際

に
は
、
抵
抗
が
あ
る
一
方
動
機
も
あ

る
こ
と
を
明
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

手
法
は
、「
雑
草
も
生
え
て
い
る
草

原
の
中
か
ら
き
れ
い
な
花
を
選
ん
で

摘
み
、
花
束
に
仕
立
て
て
贈
る
」
こ

と
に
例
え
ら
れ
ま
す
。

患
者
さ
ん
は
す
で
に
答
え
を
持
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
つ
け

る
案
内
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
短

い
診
察
中
に
患
者
さ
ん
の
動
機
を
引

き
出
す
の
は
大
変
で
す
が
、
患
者
さ

ん
の
行
動
を
変
え
る
の
に
は
有
用
で

す
。
医
療
従
事
者
で
な
く
て
も
子
育

て
や
共
同
作
業
を
す
る
相
手
に
協
力

を
求
め
る
際
に
は
、
参
考
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

両
価
性
を
意
識
し
た
動
機
づ
け

―
「
抵
抗
」
を
認
め
な
が
ら
、「
動
機
」
の
花
束
を
贈
る
―

笠
間
市
立
病
院
　
石い
し
つ
か塚 

恒つ
ね
お夫

笠
間
の
歴
史
探
訪
25

大
田
町
の
唯ゆ

い
し
ん
じ

信
寺
境
内
に
、
学
童
疎

開
関
係
者
来
訪
記
念
の
標
柱
と
記
念
植

樹
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
が
あ
り
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）
六
月
、
政
府
は
都
市
の
学

童
を
地
方
へ
一
時
的
に
移
住
さ
せ
る
「
学

童
疎
開
促
進
要
綱
」
お
よ
び
「
帝
都
学
童

集
団
疎
開
実
施
要
領
」
を
決
定
し
ま
し

た
。
集
団
疎
開
は
各
地
に
割
り
当
て
ら

れ
、
当
地
方
で
は
笠
間
の
旅
館
、
稲
田

の
旅
館
や
寺
院
、
宍
戸
や
岩
間
の
寺
院

が
宿
泊
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
宍
戸
に

は
同
年
七
月
、
向
島
区
（
現
墨
田
区
）
第

一
寺
島
国
民
学
校
の
三
年
生
か
ら
六
年

生
計
一
二
三
人
と
教
職
員
が
、
二
つ
の

寺
に
分
宿
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

唯
信
寺
に
七
七
人
、
養よ

う
ふ
く
じ

福
寺
に
四
六
人

で
、
引
率
の
先
生
や
寮
母
が
児
童
の
教

育
や
世
話
に
当
た
り
ま
し
た
。

唯
信
寺
に
疎
開
体
験
の
あ
る
一
人
は
、

次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
ま
す
。

�　

お
寺
に
到
着
し
た
そ
の
晩
の
食
事

は
、
大
き
な
お
む
す
び
が
二
個
で
し

た
。
古
い
お
寺
の
大
き
な
本
堂
で
寝

床
に
落
ち
着
き
ま
す
と
、
天
井
ば
か

り
が
高
く
て
妙
な
気
持
に
襲
わ
れ
親

が
恋
し
く
な
り
始
め
ま
し
た
。
お
寺

か
ら
少
し
離
れ
た
所
を
、
私
た
ち
を

東
京
か
ら
運
ん
だ
汽
車
が
走
っ
て
い

ま
し
た
。
時
々
通
り
過
ぎ
る
そ
の
音

を
耳
に
す
る
と
、
今
朝
出
て
き
た
ば

か
り
の
東
京
の
家
が
思
い
出
さ
れ
、

郷
愁
は
つ
の
る
ば
か
り
で
し
た
。

疎
開
し
て
い
る
児
童
は
、
宍
戸
国
民
学

校
へ
午
後
通
い
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

空
襲
は
、
大
都
市
か
ら
地
方
へ
と
拡

大
し
、
宍
戸
に
も
頻
繁
に
空
襲
警
報
が

発
令
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
十
七
日
早

朝
の
空
襲
に
よ
り
、
宿
泊
し
て
い
た
唯

信
寺
の
本
堂
が
全
焼
。
児
童
は
、
北
山

に
避
難
し
て
全
員
無
事
で
し
た
。
そ
の

日
の
夜
か
ら
、
近
く
の
円え

ん
つ
う
じ

通
寺
に
移
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
空
襲
が
続
い
た
た

め
、
同
年
五
月
に
秋
田
県
へ
再
疎
開
し

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
二
月
、
学
童

疎
開
を
体
験
し
た
方
々
が
旧
友
部
町
役

場
を
訪
問
、
か
つ
て
の
学
び
舎
宍
戸
小

学
校
で
「
母
の
懐

ふ
と
こ
ろ宍
戸
ふ
る
さ
と
賞
」
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
つ
の

寺
を
訪
れ
て
寺
の
方
々
と
再
会
し
、
各
々

の
寺
に
記
念
植
樹
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
訪
問
を
機
に
、「
一い

ち
て
ら寺
宍
戸
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

学
童
疎
開
の
証
と
な
っ
た
記
念
樹
は
、

世
の
中
の
平
和
と
明
る
い
生
活
が
続
く

こ
と
を
願
っ
て
、
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。

（
市
史
研
究
員　

幾い
く
う
ら浦　

忠た
だ
お男
）

学
童
疎
開
を
伝
え
る
標
柱
と

記
念
植
樹
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ

標柱と記念樹
（唯信寺）
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　笠間市民美術展覧会は、日ごろから美術創作をされている方々の作品を公募し、個々の技術の交流と進歩を図
ることを目的としています。また、広く市民に美術作品を鑑賞できる機会をつくり、笠間市全体の文化向上を目
指しています。

【会　期】	 9月29日（火）～10月11日（日）
	 午前9時～午後5時30分
	 （ただし、最終日は午後2時まで）

【会　場】	 笠間公民館
【入　賞】	� 審査のうえ、優秀作品には、市長賞、教育

長賞、文化連盟会長賞、奨励賞、佳作を授
与します。

【表彰式】	 10月11日（日）午後2時～　笠間公民館
【資　格】	 市内在住・在勤・在学の方および出身者
	 （中学生以下は除く）

【搬　入】	� 9月26日（土）午前9時から午後3時までに、
作品に必要な付属装飾（額縁またはパネル
張り。つりひも等）をし、申込書と出品料
を添えて笠間公民館へ搬入してください。

【搬　出】	� 10月11日（日）表彰式終了後から午後5時
までに会場から搬出

　	 ※搬入・搬出については、時間厳守
【出品料】	 1人　1,000円（1部門につき）
	 ただし、高校生は無料

【出品点数】	� 1部門で1人3点以内（ただし、洋画と書道
については2点以内）

【作品部門・規格】
部　門 規　　　格
日本画 182cm×182cm以内
洋　画 8号以上30号以内

彫刻立体造形 底面200cm×200cm
高さ300cm以内

工芸・デザイン
200cm×200cm×200cm以内
（市販のキット等を使った作品はご遠慮
ください）

書　道

最小限色紙（額入）　縦書は縦210cm×
100cm以内（表装仕上がりまたは仮巻
きでもよい）
縦横自由170cm以内×50cm以内

写　真 4つ切以上（額縁またはパネル張り）
※ 応募作品は未発表のものに限ります。

【その他】	� 応募される方は、各公民館に備えつけてあ
る「開催要項及び出品規定」をよく読んで
お申し込みください。

【問合せ】	 笠間市民美術展覧会実行委員会事務局
	 （笠間公民館内）
	 TEL 0296-72-2100

　今、注目の素材レジン（樹脂）を使ってオリジナル作品を作ってみませんか。

【日　　時】	 9月24日（木）　午前9時30分～11時30分
【場　　所】	友部公民館　2階小会議室
【内　　容】	レジンアクセサリー作り（小物入れ、ペンダントトップ）
【講　　師】	アクセサリー作家　小林 ユウさん
【対　　象】	市内在住、在勤の方
【定　　員】	 15名（定員を超えた場合は抽選）
【参 加 費】	 1,500円（受講料・材料代）
【申込期限】	 9月3日（木）必着
【申込方法】	� 最寄りの公民館窓口で直接申し込むか、はがきに①講座名「楽しいハンドメイド教室」②郵便番号・

住所・電話番号③氏名（ふりがな）・性別・年齢を記入のうえ、郵送でお申し込みください（電話、
ＦＡＸ不可）。

【受付時間】	午前9時～午後5時15分（月曜日休館）
【問 合 せ】	 友部公民館　TEL 0296-77-7533　〒309-1737 笠間市中央3-3-6

第41回「笠間市民美術展覧会」出品者募集

友部公民館講座　「楽しいハンドメイド教室」の受講生を募集します

公　

民　

館
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　岩間図書館では、3つのボランティア団体のみな
さんと一緒に、図書館活動を推進しています。
　「めだかクラブ」は、平成20年の岩間図書館のリ
ニューアルオープンを機に、ボランティアグループ
の一つとして誕生。図書館や岩間地区内の各保育園
や幼稚園等で紙芝居や絵本の読み聞かせ活動を行い、
子どもたちに絵本や読書の楽しさを伝えています。

「ラッコの会」は、「ブックスタート事業」をサポー
トするボランティアグ
ループ。赤ちゃんとお
家の方が絵本を通して
心温まる時間を過ごせ
るよう、保健センター
へ出向き絵本などが
入ったパックの手渡し
を行っています。「サ
ルビア」は、市内施設
等で読み聞かせを行っ
ており、9月から岩間
図書館での活動を開始
します。
　このように岩間図書
館では、ボランティア
の皆さんの協力によ
り、さまざまな事業を
行っています。

☆特集コーナー（笠間図書館） ☆岩間図書館ボランティア紹介
　笠間図書館では、毎回いろいろなテーマで特集コー
ナーを設置しています。ぜひご覧ください。
7月中旬～8月下旬
　『涼しさを求めて…』
　�　暑い夏を乗り切るための過ごし方、近くで開催

されるイベント情報など、気になる話題を展示し
ます。

8月中旬～9月下旬
　『聴いてから読む？読んでから聴く？』
　　ジャズやクラシックの曲が出てくる本を紹介します。

■ 問  合  せ ■
笠間図書館　☎0296-72-5046
友部図書館　☎0296-78-1200
岩間図書館　☎0299-45-2082

◀ようかい・おばけ特集

◀パワースポットへ出かけよう

▲かさまどうぶつえん

図　

書　

館

各館の行事予定9月

友部図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～）
　9月  3日（木）来てのおたのしみ！
　9月17日（木）『みずたまりちゃん』ほか
◆おはなし会（4歳～小学生向け　午前11時～）
　9月  6日（日）来てのおたのしみ！
	 〈すみれのWA〉
　9月20日（日）『みーつけたみーつけた』ほか
	 〈まゆみ朗読会〉
◆名作映画会（午後2時～）
　9月27日（日）『ブレイキング・ニュース』（91分）
◆ ギャラリー
　◇9月1日（火）～9月13日（日）
　　「水墨画展示」常陽水墨会
　◇9月15日（火）～9月27日（日）
　　「水彩画展示」スケカクの会
　◇9月29日（火）～10月18日（日）
　　「子ども読書フェスティバル作品展示」
　　子ども読書フェスティバル実行委員会

笠間図書館
◆おはなし会（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
　9月  4日（金）『おやさい とんとん』ほか
　9月18日（金）『でんぐり でんぐり』ほか

◆おはなし会（4歳～小学生向け　午後2時～）
　9月  6日（日）『なしとりきょうだい』ほか
	 〈はあとtoはあと〉
　9月13日（日）『しろくまのパンツ』ほか
	 〈箱田エプロン・ママーズ〉
　9月20日（日）『さるかにがっせん』ほか
	 〈はあとtoはあと〉
　9月27日（日）『なわとびしましょ』ほか〈アイ アイ〉
◆上映会（午後2時～）
　9月19日（土）『ミスターベースボール』（108分）
◆ギャラリー
　◇8月28日（金）～9月23日（水）
　　「絵手紙作品展」　絵

かいゆうかい

友会
　　「第3回　笠間俳句ポスト大賞入選作品集」
　　笠間俳句ポスト大賞運営委員会

岩間図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
　9月4日（金）『ぐるぐるジュース』ほか
　＊場所：岩間子育て支援センター「くりのこ」
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
　◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
　　9月6日（日）『おひゃくしょうとえんまさま』ほか
　◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
　　9月12日（土）『だんまりこおろぎ』ほか〈めだかクラブ〉
　　9月26日（土）来てのおたのしみ！〈サルビア〉

※〈　〉は実施するボランティア名です
※内容は変更になる場合があります

昨年度の子ども読書フェスティバル

ブックスタートの様子
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【施設モニタリング（3月～5月分）】
　環境保全事業団より、最終処分場モニタリング・溶融処理施設モニタリング・モニタリング結果の住民公表・排ガスの維持管
理・浸出水の放流の3月から5月分の監視項目に係る資料の提出を求め、その資料に基づき維持管理状況の報告を受けた。
①�最終処分場の浸出水処理水における流入水では、カドミウム、鉛、ヒ素が検出されたが、流入水・処理後の放流水ともに、す
べての項目で下水道の放流基準値を下回った。
②�定期モニタリングにおける地下水は、すべての項目で環境基準値（排水基準の1/10程度）を下回った。また、4か所のモニ
タリング井戸で一般細菌、ヒ素、鉄、マンガン等の項目で環境基準値または水道
水質基準値を超えていたが、過去のデータと比較して大きな変動はなかった。
③�防災調整池からの雨水等放流水については、全ての項目で水質汚濁防止法の排水
基準値を下回った。
④�溶融処理施設の排ガス常時監視については、最大値で塩化水素、窒素酸化物、硫
黄酸化物、一酸化炭素で自主管理基準値を超えた時間があったが、法定基準値は
すべての項目で下回った。
⑤�モニタリング結果の住民公表については、環境保全委員会の会議資料を福田地区
の各戸に配布したほか、事業団ホームページにおいても廃棄物の処理実績、維持
管理記録（水質・排ガス等の測定結果）を毎月公表している。
　※環境基準…人の健康や生活環境を守るため維持されることが望ましい基準
　※排水基準…工場または事業場における排出水の上限を定めている基準
　※放流基準…下水道へ放流する際の上限を定めている基準

【次回の監視活動】　施設の維持管理について実施。

8月の納税等
納期限： 8月31日（月）
市 　 県 　 民 　 税	（２期分）
国 民 健 康 保 険 税	（３期分）
後期高齢者医療保険料	（２期分）
介　護　保　険　料	（３期分）
※�納税には、簡単で便利な口座振替を
ご利用ください。
　�納期限を過ぎると延滞金が加算され
ます。早めの納税をお願いします。
　�口座振替で納付の方は、預金残高の
確認をお願いします

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（6月24日）

「農業用廃プラスチック（使用済み農ビ・農ポリ）の収集」のお知らせ
　笠間市、（公社）茨城県農林振興公社における農業用プラ
スチック適正処理対策事業の一環として、農業用廃プラス
チック（使用済み農ビ・農ポリ）の収集を実施します。
　収集を希望する方は、事前に廃棄事業者としての登録等、
事務手続きを行う必要がありますので、登録期間内に印鑑
を持参のうえ、手続きを行ってください。
登�録期間▶8月18日（火）～9月18日（金）（土日・祝日を除く）
登録場所▶笠間市役所本所　農政課
持ち物▶印鑑
収集日時・場所▶
①�12月2日（水）午前9時30分～正午
　エコフロンティアかさま（笠間地区の方）
②�12月11日（金）午前9時30分～正午
　ＪＡ友部営農センター（岩間地区の方）
③�12月18日（金）午前9時30分～正午
　ＪＡ友部営農センター（友部地区の方）
年間登録料▶1戸あたり1，000円
収集費▶
・農業用ビニールフィルム　1キログラムあたり5円
・農業用ポリエチレンフィルム　1キログラムあたり17.10円
※�排出した農業用ビニール、農業用ポリエチレンの重量

を測定し、排出した量に応じて、後日登録料と併せて
請求します。

収�集できる農ビ▶統一マーク 農ビがプリントされているも
の（糸入りは収集不可）。

収�集できる農ポリ▶被覆用ポリフィルム、マルチフィル
ム、園芸用ポット、園芸用育苗トレイ、水稲育苗箱、
肥料袋など（農薬容器、ブルーシート、フィルム用留め
金などは収集できません）

注意事項▶
○�よく洗浄し、乾燥させ、泥などを落とし、作物の残さ、
金属片などの異物を取り除いたうえで荷造りし、搬入
してください。

○�農業用ビニールと農業用ポリエチレンは処分方法が異
なりますので、必ず分別してください。

○�農業用ビニールの白色と黒色は、必ず分別してくださ
い。

○�縛る際には、同じ材質のもの（農ビ・農ポリ）で縛って
ください。

○�必ず荷造りをしておいてください。
○�不適正な荷については、収集しませんのでご注意くだ
さい。

【問合せ】農政課（内線527）
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　あなたのアイディアがおいしいスイーツ・デザートに
なります。ぜひ、この機会にご応募ください。
参加資格▶小学生
注意事項▶
1　�商品化および販売にかかる権利の一切は、主催者に
帰属します。

2　�応募されたアイディアは、商品化等にあたり、事前の
通達なく主催者等にて一部修正等を加える場合があ
ります。

3　�応募作品は、未発表かつ著作権等の知的財産権に抵
触しないものに限ります。

4　�主催者が発信する広報、宣伝など、各種メディアへ
露出することを了承いただきます。

審査方法▶コンテスト事務局審査会にて行います。
コンテストの流れ▶
　�書類審査　⇒　10月3日（土）・4日（日）「かさま新栗
まつり」にて入賞作品発表と表彰　⇒　各店舗にて入
賞作品の販売予定

応募期限▶9月4日（金）必着
応募方法▶
　�応募用紙に必要事項を記入のうえ、郵送でご応募くだ
さい。
　�応募用紙は、農政課窓口または市
ホームページからダウンロードでき
ます。

KASAMA  Information
かさま情報コーナー

案内
調停相談会

（困りごと無料相談会）
日時▶8月30日（日）
　午前10時～午後4時
場所▶笠間公民館 2階会議室
　（笠間市石井2068-1）
内�容▶借金、土地、建物、相続、交通
事故、離婚等の問題に関する無料相
談

相�談委員▶笠間調停協会所属調停委員
（弁護士・司法書士・元教員等）

主催▶笠間調停協会
問 笠間簡易裁判所
TEL 0296-72-0259

全国一斉「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」強化週間
　高齢者・障害者に対する暴行・虐待
などのあらゆる人権侵害について電話
で相談を受け付けています。
　秘密は厳守します。
期間▶9月7日（月）～13日（日）
時間▶午前8時30分～午後7時
　※土・日曜日は午前10時～午後5時
　�TEL 0570-003-110（全国共通
人権相談ダイヤル）

相談員▶人権擁護委員、法務局職員
問 水戸地方法務局 人権擁護課
TEL 029-227-9919

行政相談所の開設日が
変わります
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱

された民間の有識者で、国や県、市な
どが行っている仕事に対する意見・要
望などの問題解決を図っています。
　毎月第4水曜日に友部公民館で開催
している行政相談所の開設日、開設場
所が次のとおり変更になります。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。
お気軽にご相談ください。
開設日と会場▶
　9月16日（水）友部社会福祉会館
　12月16日（水）笠間公民館
　平成28年2月2日（火）市民センターいわま
時間▶午後1時～3時
　※�上記開設日は、同会場で特設無料
人権相談も開設しています。

　※予約申込みは不要です。
問 秘書課（内線225）

申 は申込み先、 問 は問合せ先です。

　笠間市の一部が、東海第二原子力発電所から30㎞圏内（UPZ）に含まれることから、原子力災害広域避難計画を策定す
る必要があります。その進捗状況についてお知らせします。
　市の計画策定に先立ち、茨城県は、今年3月に、「原子力災害に備えた茨城県広域避難計画」を策定しました。

〔概要〕	 第1　広域避難計画の策定　1.策定の趣旨　2.策定に当たっての基本的な考え方
	 第2　�計画の基本的事項　1.対象市町村　2.避難先　3.避難経路　4.防護措置　5.避難等を適切・円滑に進めるための取組
	 第3　住民の避難等に係る広報　1.広報の基本方針　2.事故の各段階に応じた広報
	 第4　住民等の避難　1.一般住民　2.要配慮者　3.一時滞在者（観光客等）　4.外国人への配慮
	 第5　複合災害への当面の対応
	 第6　�安定ヨウ素剤の配布・服用及びスクリーニングの実施　1.安定ヨウ素剤の配布・服用　2.スクリーニングの実施
	 第7　避難所の開設と運営等
	 第8　避難状況の確認
	 第9　�今後の課題　ア 県外避難先の確保　イ スクリーニング体制　ウ 安定ヨウ素剤の配布体制　エ 複合災害への対応
※�計画本編は茨城県ホームページの原子力防災計画のホームページに掲載されています。
　（県ホームページ ⇒ トップページから「原子力防災計画」で検索）
　市では、今後、県外の避難先市町村や施設名が茨城県から具体的に示された後、避難先となる市町村との間で、避難受
入れに関する協議を進め、避難計画を策定します。

原子力災害広域避難計画の進捗状況について

問合せ　総務課 危機管理室（内線205）

あなたのアイディアをスイーツに！
かさまの「栗」アイディアスイーツ・デザートコンテスト

【応募・問合せ】かさまの「栗」アイディアスイーツ・デザートコンテスト事務局（農政課内）（内線526）
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会長／甲
か い

斐 美
み と し

敏
設立／昭和57年8月
会員／19人
団体・企業／12団体

笠間市岩間環境
美化推進協議会

　「笠間市岩間環境美化推進
協議会」は昭和57年8月に発
足以来、市民と共に活動を続
けています。
　現在の主な事業は年3回の
クリーン作戦です。行政の協
力を得ながら旧岩間地区が
一体となってゴミや不法廃
棄物等を拾い集め、環境セン
ターへ運搬しています。去る
6月7日は第98回目のクリー
ン作戦で、軽トラック3台分
のゴミなどが集められまし
た。年間では約10トンを処
理しています。
　10年毎に周年事業を行い、
小学生には標語、中学生には
ポスターを募集し、標語の優
秀賞12点を看板にして、旧
岩間町内の主要道路沿いへ
設置し、記念誌を発行してい
ます。なお、クリーン作戦の
ほか、年に1回の先進地研修
と会報の発行を定期事業と
しています。
　回覧一枚で全地区が一斉
に活動してくれること、会
員自らがお金を出し合い運
営資金をつくっている協同
の精神をもつ組織を誇りに
思っています。

　私は5代目会長として運営に
携わっていますが、33年間の
歴史の重みと先輩たちが築き上
げてくれた実績に責任を感じて
います。
　協議会の役員は会長の他、副
会長3名、会計および監事が各
2名、そして理事によって構成
されています。
　昭和50年代は経済発展の時
代、“大量生産・大量消費”は
美徳の時を迎え、自動販売機等
が大量に設置されました。道路
沿いの空き缶、空きびん等を集
め、古物商に販売していた初期
の頃が懐かしいです。
　昭和60年11月には心を合わ
せ豊かな郷土作りに努力したと
して茨城県の最高位“ばら賞”
を受賞し、昨年12月には県よ
り環境美化功労者として表彰を
受けました。
　“きれいで住み良い街づくり”
のために今後も努力してまいり
ます。

拾ったゴミを軽トラックの荷台へ

拾ったゴミは分別して処分場へ

環境美化功労者として
表彰されたときの様子

30周年事業で設置した標語看板

笠
ふる さ と

間に生きる人たちシリーズ 108

このコーナーでは、市民の皆さんが自ら
の活動で地域貢献している団体などを
紹介します。掲載を希望する団体は市民
活動課へご連絡ください。

会員のみなさん（笠間市岩間環境美化推進協議会）

会
長（甲斐 美敏さん）よ

り

“きれいな街、
住み良い街づくり”を

目指そう！
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地産地消メニューを紹介してください
おばんざい3品
選べるメイン2品
パンorごはん
香の物

サラダ＆スープバー
ドリンク

おばんざいランチ
　京都の家庭料理である「おばんざい」にヒ
ントを得て、考案したメニューです。
　採れたてのルッコラやピーマンを素材にし
たカレーや春雨サラダなどの身近な料理が、
プロの手と笠間焼の器によりおしゃれなラン
チメニューに…。
　日常の料理も調理方法の工夫や器、演出方
法等により、特別な料理になることを提案し、
「笠間らしさ」を表現しています。

ス

イーツも地産地消

今
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、
笠
間
日
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術
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こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
《
ミ

ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
や《
サ
モ
ト
ラ
ケ
の

ニ
ケ
》
な
ど
が
奇
怪
に
見
え
た
の
だ
ろ

う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
幼
児
体
験
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
大
人
に
な
っ
て
も
美

術
館
に
親
し
み
を
覚
え
る
の
だ
と
思
う
。

茨
城
県
陶
芸
美
術
館
で
は
、
毎
年「
全

国
こ
ど
も
陶
芸
展
ｉ
ｎ
か
さ
ま
」を
開
催

し
て
い
る
。
私
も
審
査
員
だ
が
な
か
な

か
面
白
い
。
子
供
た
ち
の
発
想
は
ユ
ニ
ー

ク
だ
。
こ
の
夏
、
笠
間
日
動
美
術
館
で

は
こ
の
陶
芸
展
に
連
動
し
て「
第
1
回
こ

ど
も
絵
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
し
た
。
茨
城
県
と
そ
の
近
県

の
学
校
に
出
品
の
お
願
い
を
し
て
お
り
、

未
来
の
ピ
カ
ソ
の
登
場
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
多
く
の
小
中
学
生
に
笠
間
日

動
美
術
館
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

笠
間
日
動
美
術
館　

副
館
長　

長は
せ
が
わ
谷
川
智ち
え
こ
恵
子 ニューヨーク メトロポリタン美術館にて

わ
た
し
と
笠
間

「
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
」
と
「
こ
ど
も
絵
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
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グルメイトが行く!
地産地消応援団の「笠間グ
ルメイト」が、地産地消協
力店をレポートします。こ
の記事に関するお問合せ
は、農政課（内線527）へ。

地産地消＝食べて、かさま応援！…今月の訪問先…
笠間 森のレストラン

Monomi
笠間芸術の森公園近くの瀟

しょうしゃ

洒な
レストランへ地産地消の取組みに
ついて取材してきました

地産地消に取り組む理由は？
　「ミニ笠間の表現」をコンセプトに、
笠間を味わい、笠間を楽しめる森の
レストランを目指しています。
　そのため、笠間市産野菜と笠間焼
の器にこだわり、笠間を目と舌で楽
しむ料理の提供を心がけています。

食材の仕入れはどこから？
　多くは直売所を利用しています
が、坊ちゃんカボチャやトマト、ニ
ンジンなど、生産者さんから直接仕
入れるものもあります。
　メニューに合わせてもう少し洋野
菜の種類が欲しいですね。

　左から、髙
たかねざわ

根澤チーフ、グルメイトの
朝
ともなが

永美
み よ こ

代子さん、小
こじま

島敏
としこ

子さん、宮
みやもと

本
貴
き え こ

恵子さん。
　店内は、髙根澤さんの女性目線のマ
ネージングで、柔らかで温かみのある雰
囲気です。

　新商品の古代米
甘酒を使ったゼリー
とシャーベット。「飲
む点滴」とも呼ばれ
る甘酒が、体に優し
く、舌に満足な絶品
デザートに。

取材を終えて　トウモロコシやレタス、スナップエンドウなど、
身近な旬の野菜が、素敵な笠間料理として味わうことができ、感
激しました。特に食材本来の味がしっかりと伝わり、生産者のお
顔が浮かぶようでした。
　取材へのご協力ありがとうございました。（笠間グルメイト）

笠間 森のレストラン Monomi
住　所／笠間市笠間2517-1
電　話／0296-72-9928
営業時間／11：30～21：00
定休日／月曜（祝日の場合は翌火曜日）

快く取材を受けてくださった皆さん

取材にご協力いただける地産地消協力店を随時募集しています
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かさまぽけっとアドレス http://www.kasama-pocket.jp/　問合せ：子ども福祉課（内線162）

笠間キッズ館アドレス http://kasamacity-kidskan.com/　問合せ：笠間キッズ館 ℡0296-77-8340

77

○広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
○市ホームページモバイル版では、行政･災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile.php

人口と世帯数（常住人口7.1現在）	 ▶人　口 76,920人（−27人）　男 37,665人（−27人）　女 39,255人（±0人）
	 ▶世帯数 28,977世帯（＋5世帯）　▶6月の出生数 35人

再生紙を使用しています

　梅おこわ

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

材料（４人分）
もち米………… 4合
梅干し…………中6個
　　酒………… 20㏄

Ａ　梅酢……… 40㏄※
　　水………… 40㏄
　　砂糖………小さじ1/4

いりごま（白）…………大さじ2
青じそ（せん切り）……4枚

※�梅酢がない時は、梅干しを中
8個使用し、Ａの水を80㏄
に変えます。

作り方
❶もち米はたっぷりの水に一晩つけておく。
❷❶をザルにあげ、30分以上置いて水気をきる。
❸�蒸し器にふかし布を敷いてもち米を入れ、その上に梅干し
をのせ、蒸気のあがった蒸し器で蒸す。
❹�20分程蒸して、箸がすーっと通ったら、バットに移し、Ａ
を上からふり、再度ふかす。

❺�ふかしあがったら、梅干しを取り出して種を除き、梅肉を
もち米に混ぜる。
❻❺を器に盛り、いりごまと青じそを散らす。
※�作る量が多い場合、炊きたての時に少し糸をひくことが
ありますが、粗熱がとれるとなくなります。栄養成分（1人分）� エネルギー572kcal、たんぱく質9.9g、脂質2.2g、

塩分1.7g

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差
し上げます。このコーナーや広報紙への感想等
を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課まで、はがき（持
参可）でお申し込みください。
※当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

笠間焼うつわ
プレゼント

8月号締め切り：8月31日㈪必着
【笠間焼の提供】森

も り た

田 栄
えいいち

一
（南吉原）

サイズ：約23㎝×23㎝

食事バランスガイド

主食（ごはん、パン、麺） 1.5sv

副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理） 0

主菜（肉、魚、卵、大豆料理） 0

牛乳・乳製品 0

果物 0

詳しくは 食事バランスガイド 検索

笠間市ヘルスリーダーの会が紹介する

「笠間市ファミリーサポートセンター」をご存じですか？「笠間市ファミリーサポートセンター」をご存じですか？

　お子さんを「預かってほしい方」（利
用会員）と「預かることができる方」（提
供会員）がそれぞれ会員になり、お互
いに信頼関係を築きながら子どもを預
けたり預かったりするなど、地域で主
体的に行う子育て援助活動です。対
象となるお子さんは、おおむね生後2
か月から12歳までです。
　利用する方も預かる方も、事前に
会員登録（無料）とマッチングが必要
です。
　特に、充実した援助体制にするた
め、提供会員を募集しています。

相互援助活動の例
・�保育施設までの送迎を伴う預かり
を行う。
・�保護者の病気や用事が
ある場合に子どもを預
かる。 

利用料金　
・�1時間あたり700円。
・�おやつ代、食事代は別途かかります。
問い合わせ　
笠間市ファミリーサポートセンター
TEL 0296-77-9050

笠間市多子世帯型
プレミアム付商品券の
申込み・購入期限は
9月18日（金）です

　笠間市では、「子育て応援」「地域経済の活性化」を目的に、
多子世帯（18歳未満の子どもが3人以上いる世帯）を対象とし
た商品券を販売しています。
　該当する世帯には、平成27年5月1日を基準日として申込み
のお知らせを郵送しています。まだ、申込みを済ませていない

世帯の方は、お早めにお申し込みください。
　また、すでに購入用の引換券をお持ちになっている方も、
9月18日（金）までに購入をお願いします。
※�10,000円で15,000円分（500円券×30枚綴り）の商品券が
1セット購入できます。 【申込み・購入】子ども福祉課

お気軽にお問い合わせください
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